
 
 

 

 

 

 

２月１８日(火)、開西中学校で、伝筆（つてふで）によるメッセージ制作の授業が開

催されました。伝筆とは、誰でも、いつでも、どこでも筆ペンで描ける筆文字のことで

す。砂川市在住の佐藤敬司氏を講師として迎え、午前は３年Ａ組、午後は３年Ｂ組、計

４５名の３年生が、たいへん貴重な授業を体験しました。 

　濱本有未代校長も授業に入り、生徒は緊張感を持ちながらも、楽しい雰囲気の中で、

自らの作品を完成させていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇出前授業や学習支援、学校行事・環境整備活動、クラブ活動・部活動支援では、延べ

７２０名以上の皆様にご支援いただきました。 

〇職場体験学習やグラウンド整備、物資寄贈等では、合計７８事業所以上の皆様にご支

援をいただきました。 

〇交通安全街頭指導では、学校運営協議会委員の皆様、教職員・保護者の皆様、地域の

皆様にご協力いただき、実施することができました。 

本年度も「滝川市のコミュニティ・スクール」へのご支援・ご協力、誠にありがとう

ございました。来年度も、学校と地域が一体となって子どもたちを育めるよう「地域と

ともにある学校づくり」を進め、「未来を切り拓く自立型人材の育成」と「誰もが学び

続けることができる共生社会の実現」を目指して参ります。さらに充実した取組ができ

ますよう、皆様のご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 
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 授業の様子 佐藤講師が見本を作成 生徒の作品

伝筆によるメッセージ制作授業
つてふで
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第３回学校運営協議会が開催されました

環境学習講座「ｅｃｏ－アカデミア」開催

令和６年度最後の学校運営協議会が市内３校区でそれぞれ行われました。開西中学校区の

２月２１日(金)、明苑中学校区及び江陵中学校区は２月２６日(水)に開催され、学校関係者

評価の実施結果の分析や令和７年度の学校経営方針の承認、今年度の活動の反省などが協議

されました。詳しい協議内容については、滝川市のＨＰ掲載をご覧ください。 

 

 

昨年度に引き続き、開西中学校で、

北海道地域環境学習講座「ｅｃｏ－ア

カデミア」が２月２０日(木)、３年生

４５名を対象に開催されました。 

室蘭工業大学大学院工学研究科准

教授　高瀬 舞氏が、２年連続で講師

を務めてくださいました。高瀬先生

は、大学では光と色に関する研究をし

ています。 

『「みんなで考える環境と人」～学びとは何か～』と題して、環境問題にどう向き合

うかをわかりやすく解説してくださいました。高瀬先生がお住まいの伊達市大滝区での

取組も交えてお話ししてくださり、生徒たちは興味津々で、楽しそうに講座を受けてい

ました。また、中学生からのいろいろな悩みや質問について、テンポ良く答える場面も

あったり、生徒が発言する場面もあり、終始、和やかで楽しい雰囲気の授業でした。　 

最後のまとめは「ｅｃｏもゼロカーボンもひとりひとりが自分のことにして楽しんで

考える」で、他人任せにしないことが大切であると強調されていました。 
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 高瀬講師 講座を聴く３年生


